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福井の振興願い講演企画

さ
い
と
う
・
な
る
や

１
９
５
７
年
鯖
江
市
生
ま
れ
。
東
京
大
理
学
部
生
物

学
科
卒
、
米
国
テ
キ
サ
ス
大
大
学
院
修
了
。
国
立
遺
伝
学
研
究
所
特
任
教
授
。

文
部
科
学
省
の
新
学
術
領
域
研
究
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
ゲ
ノ
ム
」
領
域
代
表
。
専
門

は
ゲ
ノ
ム
進
化
学
。
著
書
に
「
日
本
列
島
人
の
歴
史
」
「
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
で
た

ど
る
日
本
人
の
源
流
」
「
人
類
は
で
き
そ
こ
な
い
で
あ
る
」
な
ど
。

静
岡
県
三
島
市
に
あ
る
国
立
遺
伝

学
研
究
所
で
研
究
を
続
け
て
い
る
あ

い
だ
に
も
、
福
井
市
内
の
自
宅
に
住

ん
で
い
た
両
親
は
老
い
て
い
っ
た
。

母
は

代
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

な
り
、
父
も

代
で
同
じ
病
気
を
発

病
し
た
。
夏
休
み
と
正
月
休
み
に
は

家
族
で
福
井
に
短
期
間
帰
っ
て
い
た

し
、
出
張
の
つ
い
で
に
私
だ
け
福
井

に
帰
省
す
る
こ
と
も
こ
こ
ろ
が
け

た
。
そ
れ
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
次
々

に
毎
日
来
て
く
れ
て
い
た
。

し
か
し
い
よ
い
よ
老
い
た
２
人
だ

け
の
生
活
が
限
界
に
近
づ
き
、
近
所

の
方
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
両
親
と
も

福
井
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
居
し
た
。

こ
う
な
る
と
、
父
原
子
光
生
が
行

っ
て
き
た
陶
芸
時
雨
窯
の
活
動
が
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
考

え
、
父
に
相
談
し
て
、
こ
の
連
載
第

１
回
で
も
紹
介
し
た
「
足
羽
三
山
文

化
協
議
会
」な
る
も
の
を
結
成
し
た
。

名
称
の
由
来
は
、
福
井
の
家
が
八
幡

山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
会
主
催
の
講

演
会
は
,7
越
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
お

さ
ご
え
民
家
園
で
開
催
す
る
こ
と
に

し
た
か
ら
だ
。
地
域
に
根
ざ
し
な
が

ら
、
福
井
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

第
１
回
の
講
演
会
は
２
０
０
８
年

月
に

高
校
時
代
か
ら
の
友
人
で

妹
と
結
婚
し
た
仏
教
学
者
佐
々
木
閑

氏
に
話
し
て
も
ら
っ
た

父
を
含
め

て

人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り

講
演

の
あ
と
は
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
尾
野

和
之
氏
設
計
に
よ
る
福
井
の
家
の
書

庫
「
懐
無
堂
」
で
懇
親
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
そ
の
後
定
着

し
た
。

な
お
佐
々
木
氏
と
は

年
に
ウ
ェ

ッ
ジ
か
ら
『
生
物
学
者
と
仏
教
学
者

七
つ
の
対
論
』
を
刊
行
し
た
。
表

紙
は
長
女
の
は
ら
の
作
品
「
色
即
」

を
使
っ
て
も
ら
っ
た
。

翌
年
に
は
協
議
会
主
催
の
講
演
会

を
２
回
開
催
し
た
。
春
に
は
故
白
崎

昭
一
郎
先
生
が
福
井
に
種
痘
を
ひ
ろ

め
た
笠
原
白
翁
に
つ
い
て
紹
介
し
、

秋
に
は
私
の
妻
斎
藤
文
子
が
「
コ
ロ

ン
ブ
ス
と
新
世
界
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
話
し
た
。
父
は
翌
年
１
月
に
死

去
し
た
の
で
、
妻
の
講
演
を
聴
い
て

も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。

父
の
死
去
後
も
講
演
会
は
継
続
さ

せ
た
。
第
４
回
は
福
井
大
学
で
長
く

教
き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
っ
た
建
築
家
福
井
宇
洋

氏
、
第
５
回
は
福
井
出
身
の
画
家
で

京
都
精
華
大
学
教
授
の
佐
川
晃
司
氏

が
講
演
さ
れ
た
。

年
の
春
に
は
城
郭
建
築
史
の
吉

田
純
一
氏
が
、
秋
に
は
小
学
校
の
教

員
を
し
な
が
ら
絵
画
作
成
を
し
て
い

た
故
谷
口
等
氏
が
「
生
誕
１
０
０
年

を
迎
え
る
瑛
九
の
活
動
と
福
井
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
さ
れ
た
。

年
の
第
８
回
は
私
と
高
校
の
同

級
生
で
当
時
金
沢
医
科
大
学
教
授
だ

っ
た
秋
田
利
明
氏
が
心
臓
病
に
関
す

る
専
門
的
な
話
を
、
第
９
回
は
尾
野

和
之
氏
が
「
手
作
り
エ
コ
ラ
イ
フ
」

と
い
う
題
で
話
し
た
。

年
は
い
よ

い
よ
第

回
と
な
る
の
で
特
別
回
と

し
て
、
第
１
回
で
も
講
演
し
た
佐
々

木
閑
氏
と
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
遺
跡
を

調
べ
て
い
た
言
語
学
者
長
田
俊
樹
氏

の
お
ふ
た
り
に
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
非
公
開
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
豊
小
学
校
時
代
の
担
任
だ
っ

た
故
滝
口
亨
先
生
に
も
福
井
藩
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

年
以
降
も
足
羽
三
山
文
化
協
議

会
主
催
の
講
演
会
は
続
い
て
お
り
、

小
熊
斗
志
也
、
国
京
克
巳
、
大
井
七

世
美
、
松
田
一
夫
、
高
嶋
猛
、
古
川

登
、
高
木
裕
美
、
笠
原
善
郎
、
尾
野

和
之
、
岩
堀
善
廣
、
中
川
伸
二
、
佐

々
木
日
嘉
里
と
い
っ
た
方
々
が
講
演

さ
れ
た
。

私
自
身
も

年
の
秋
に
「
日
本
列

島
人
の
起
源
と
成
立
」と
い
う
題
で
、

人
を
超
え
る
聴
衆
を
前
に
講
演
し

た
。

年
に
は
下
の
娘
斎
藤
せ
つ
な

が
、
大
学
院
時
代
の
恩
師
ら
と
出
版

し
た
書
籍
の
内
容
を
も
と
に
し
た

「
小
さ
い
交
通
が
都
市
を
変
え
る
」

と
い
う
講
演
を
し
た
。

こ
の
７
月

日
に
は
、
福
井
市
在

住
で
公
立
小
松
大
学
国
際
文
化
交
流

学
部
の
朝
倉
由
希
准
教
授
に
「
芸
術

文
化
は
社
会
に
な
ぜ
必
要
か
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
お
さ
ご
え
民
家
園

に
て
午
後
３
時
か
ら
講
演
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
協
議
会
主
催
の
講
演
会
は
、

今
後
も
福
井
に
関
係
の
あ
る
方
々
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。


